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１．はじめに 
平成 20 年度機器・分析技術研究会が愛媛大学主催（会場：ホテル奥道後）で開催された。日程は、

平成 20年 9月 25日～26日の二日間おこなわれ参加者は 175名、43機関であった。恒例の研究会は、
口頭発表とポスター発表を織り交ぜての形式をとっているが、本研究会初

の試みとして今回は、全てポスターとしまた、会場も主催大学のキャンパ

スから離れたところでおこなわれるという過去にない開催となった。 
２．機器・分析技術研究会 
 本研究会は、文部科学省所轄の大学共同利用機関法人、国立大学法人お

よび独立行政法人国立高等専門学校機構に所属する技術系職員が技術研究

発表、討論を通じて技術の研鑽、向上を図りさらには相互の交流と協力に

より技術の伝承をふまえ、わが国の学術振興における技術支援に寄与する

ことを目的として毎年全国各地の大学等において開催されている。研究会

は当初、総合技術研究会の分科会の一つであったが、1995 年以降地域の活
性化・分科会の発展を目指し独立開催し現在に至っている。尚、三重大学

においても 2003年に工学部主催によりおこなわれた。 
３．愛媛・研究会内容 
当日はまず、開会式のあと特別講演として愛媛大学宇宙進化研究センターセンター長・谷口義明氏の

興味深いプレゼンから始まった。その後、初日Ａとして 35 件のポスター発表がおこなわれ、続いて次
期開催校である琉球大学からのＰＲプレゼンがあり、初日の最終イベントである情報交換会がおこなわ

れた。二日目はポスターＢとして 36 件の紹介があり、最終日の特別講演として大阪大学安全衛生管理
部・山田等氏の講演で幕を閉じた。写真１に研究会案内ポスター、表２に当日の研究会スケジュールお

よび表３に過去の開催機関を示す。 
1 日目の日程   

受付 12:00-  

開会式 13:00-13:20 開催宣言  実行委員代表 鎌田 浩子 

特別講演 13:25-13:55 講演者：愛媛大学宇宙進化研究センター センター長 

谷口義明  『暗黒宇宙の謎に挑む』 

休憩 13:55-14:05  

A グループポスター発表者紹介 14:05-14:20 ポスター発表者の紹介等  

A グループポスター発表 14:30-16:00  

休憩 16:00-16:10  

次期開催校（琉球大学）PR 及び事務連絡 16:10-16:30  

情報交換会 18:30-20:30  

2 日目の日程   

受付 08:30-  

B グループポスター発表者紹介 09:00-09:15 ポスター発表者の紹介等  

B グループポスター発表 09:25-10:55  

休憩 10:55-11:05  

特別講演 11:15-11:45 講演者：大阪大学安全衛生管理部 
（元大阪大学産業科学研究所 技術室室長）山田 等 

閉会式 11:50-12:20  

表１ 研究会スケジュール 
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４．おわりに 

 研究会としては、ポスターのみで二日間おこなうという初

の試みであったが、口頭発表の時間を全て無くすことにより

直接発表者と討論できるという機会（時間）が増え、より濃

密な議論・交流等が可能となりまた、本研究会の開催趣旨で

ある人的ネットワークの構築もでき結果として成功裡に終

えたと思う。本学工学部技術部からも 4件の発表があり、参
加者各自のテーマをもって積極的に交流等がはかれたと想

像する。この研究会で得た知識・知見、情報等が技術職員と

しての資質向上につながり今後の学内での教育・研究支援に

少しでもプラスになれば幸いである。 
最後に、次年度の開催は隔年開催されている実験・実習技

術研究会と機器・分析技術研究会とが同時開催というかたち

をとり琉球大学で開催される予定である。 

 年度 主催 

1 1995 分子科学研究所 

2 1996 大阪大学産業科学研究所 

3 1997 静岡大学工学部 

4 1998 名古屋工業大学 

5 1999 東北大学金属材料研究所 

6 2000 福井大学工学部 

7 2001 大阪大学工学部 

8 2002 東京大学 

9 2003 三重大学工学部 

10 2004 佐賀大学 

11 2005 岩手大学工学部 

12 2006 広島大学 

13 2007 富山大学 

14 2008 愛媛大学 

15 2009 琉球大学 

表２ 開催機関 

52




